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50
　　　　　　　　　　　　（非常に）
　　　　　　　　　　　　　1
15．就職への意欲・熱意
！3．性格
！4．能力・才能
11．面接時の印象
12．体力
2．卒業学部（短大は卒業学科）
3．卒業学科（短大は卒業専攻）
！．卒業大学
4．大学での学業成績
7．親の職業
6．家族構成
8．出身地
5．大学でのクラブ・部活動
9．縁故（コネ）
10，入社（採用）試験の成績
16．同じ大学卒業者の採用実績
（かなり）　（少し）　（あまり）（ほとんど）　（全く）
　2　　　　3　4　　　　　5　　　　　6
図2　企業の採用基準の認知の平均
項目は少し重視され，『家族』因子の負荷量の多い項目はあまり重視されないと認識している。
　（c）回答出現率の男女間の差
　回答の出現率に，男女間の有意差があるかどうか，カイ試乗検定で調べた。結果は，表5に示
すとおりである。自由度はすべて5，それぞれのカイ高子値はカッコの中に示した。有意差が認
められた項目には印を付け，どちらのグループがその項目を重視する傾向があるかを記した。「9．
縁故（コネ）」，「10．入社（採用）試験の成績」の2項目を除くすべてに有意差があり，女子の方
がその項目を重視されていると認識する傾向を持っている。
　（d）回答出現率の学年間の差
　回答の出現率に，1・2年生と3・4年生の間に有意差があるかどうか，カイニ乗検定で調べ
た。結果は，表5に示すとおりである。
　1・2年生の方が，『大学』因子の負荷量の高い項目，入社試験の成績，採用実績，才能，ク
ラブ活動などが評価されると思っている。
　（e）回答出現率の文系・理系の差
　回答の出現率に，文系の学生と理系の学生の間に有意差があるかどうか，カイニ乗検定で調べ
た。結果は，表5に示すとおりである。
　『家族』因子やコネなどの，4項目だけに5％水準の有意差がある。文系の学生の方が，人脈
が重視されると思っているようである。
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表5　採用基準の認知の回答出現率のカイニ乗検定結果
男子×女子
　　Z2
1・2年×3・4年
　　　X2
文系×理系
　　Z2
15。就職への意欲・熱意　　　　＊＊（19．97）女子
13．性格　　　　　　　　　　　＊＊（18，88）女子
14。能力・才能　　　　　　　　＊（15．01）女子
11。面接時の印象　　　　　　　＊＊（15．59）女子
12。’ﾌ力　　　　　　　　　　　＊＊（48．24）女子
2。卒業学部（短大は卒業学科）＊＊（20．65）女子
3。卒業学部（短大は卒業専攻）＊＊（29．20）女子
1。卒業大学
4。大学での学業成績
7。親の職業
6。家族構成
8。出身地
5。大学でのクラブ・部活動
9。縁故（コネ）
10。入社（採用）試験の成績
16。同じ大学卒業者の採用実績
＊＊（17．66）女子
＊＊（30．35）女子
＊＊（29．58）女子
＊＊（22．53）女子
＊＊（32．80）女子
＊＊（29．22）女子
　（　9．51）
　（　8．63）
＊＊（16．49）女子
　（　4．03）
　（　6．68）
＊＊（19．76）1・2年
　（　5．03）
　（　8．72）
＊＊（39．85）1・2年
＊＊（48．29）1・2年
＊＊（21．59）1・2年
＊＊（100．13）1・2年
　（　8．36）
　（　3．65）
　（　2．27）
＊＊（17．96）1・2年
　（　5．78）
＊＊（34．29）1e2年
＊＊（25。54）1・2年
　（　3．74）
　（　5．37）
　（　2．38）
　（　4．07）
　（　3．64）
　（　8．．04）
　（　8．45）
　（　9．70）
　（　1．61）
＊（14．47）文系
　（　4．78）
＊（13．50）文系
　（　8．12）
＊（U．88）文系
　（　3．05）
＊（12．33）文系
（＊p〈．05，　＊＊p〈．Ol）
4．要
?
　以上のように，集計・検定・分析を試みた結果，次のような点が明らかになった。
①就職先の選定基準は，『安定志向』因子，『能力志向』因子，『余暇志向』因子で説明できる。
②女子が男子より重視するのは職場環境，余暇，男女格差等であり，男子が女子より重視するの
　は昇進，能力発揮，企業の規模等である。
③項目の約半数は，1・2年生の方が3・4年生より有意に重視している。
④採用基準の認識は，『個人』因子，『大学』因子，『家族』因子で説明できる。
⑤学生は，『個人』因子の負荷量の多い項目はかなり重視され，『大学』因子の負荷量の多い項目
　は少し重視され，『家族』因子の負荷量の多い項目はあまり重視されないと認識している。
⑥回答の出現率はほぼ全ての項目で男女の問に有意差が認められる。全て女子の方が男子より重
　視する傾向である。
⑦『大学』因子は，3・4年生より1・2年生が重視している。
　今回の調査では，実際に就職活動をしていた短大2年生を1・2年生のグループにそのまま入
れてしまったことと，女子短大生を文系1・2年生に入れたために男女比に片寄りが生じたこと
　52
とが，集計結果に影響したとも考えられるので，今後それを修正する形で調査・分析を続けてい
きたい。
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